KENWOOD 


コンパクト八イフアイコンポーネントシステム 

R-K1 


取扱説明書 

お買い上げいただきまして、ありびとうございました。 

ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みのラえ、説明の通り正しくお使いください。 
また、この取扱説明書は大切に保管して、必要になったときに繰り返してお読みくださし、。 
本機は日本国內専用モデルでずので、列国で使用ずることはできません。 

お客様のを全のため、必ず『を全上のご注意 J をお読みのラえご使用ください。 
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安全上のご注意 


[ A このページは、感電や火災からあなたを守るため、ご使用の前に必ずお読みください。 

製品をま全にご使用いただくため、 r き全上のごを意」をご使用の前によく 
お読みください。 
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給表示にごいて 


この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々への 
危害や財産への損害を未然に防止する為に、いろいろな絵表示をしています。 
その表示と意味は次のよラになっています。内容を良く理解してから、本文を 
お読みください。 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人び死 
t または重傷を負う可能性び想定される内容をおしてい 
U まず。 


A 

A ミち意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人び傷 
害を負ラ可能性び想定される内容、および物的損害のみ 
の発生び想定される内容を示していまず。 


給表巧の例 


A 


A 記号は、ミち意（警告を含む）を促ず内容びあることを告げる 

ものでず。図の中に具体のなを意内容（を図の場合は感電注意） 
び描かれていまず。 


( S ) 記号は、禁止の行為であることを告げるものでず。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）び描 
かれていまず。 



运 


•記哥ま、巧為を強制したり指示ずる内容を告げるものでず。 
図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセン 
卜か5抜け）が描かれていまず。 


お客様または第云ちが、この製品の誤使用•故障•その他の不具合およびこの製品の使用によって夏け5れた損害につきまして 
は、法を上の賠償責任が認め5れる場合を除を、当社は一切その責任を負いませんので、あ6かじめご了承ください。 


この製品の故障•誤動作•不具台などによって発生した次に掲げる損害などの付随的損害の補償につきましては、当社は一切そ 
の責任を負いませんので、あ6かじめご了承ください。 

• お客様または第云者びテープ•ディスクなどへ記録された巧客の損害 
• 録音•再生などお客様または第云ちが製品利用の機会を逸したことによる損害 


この「安全上のご注意」には、当社のオーディオ機器全般についての内容を記載していまず。（説明項目の中には、操作説明部 
と重複する内容もありまず） 
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A 警告 


〇 交流 100 ボルトの電圧で 
使用ずる 

この機器は、交流100ボルト専用です。 
指定の電源電圧];外で使用すると、乂 
災•感電の原因となります。 


0 船舶などの直流 ( DC ) 電源 
には接続しない 

火災の原因とな0ます。 


^ V ) 通風孔をふをがない 

• あおむけや横倒し、逆さまにして使 
用しない。 

• 布を掛けたり、じゅラたん、布団の上 
に置いて使用しない。 

• 風通しの悪い狭い所で使用しない。 


通風孔びふさびると、内部に熱びこを 
り、火災の原因とな0ます。 




風呂、シャワーまでは 
使用しない 


風呂、シャワー室など湿度の高いと 
ころや、水はねのある場所では使用 
しない。 

火災•感電の原因となります。 



水をかけたりめ6したり 
しない 


火災•感電の原因となります。 

雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特 
にごを意ください。 


遞) 


めれた手で電源プラグを 
巧を是ししない 


感電の原因となります。 


電源コードを傷つけない 


電源コードを傷つけたり、加工したり、無 
理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、 
加熱したり、ステープルやおなどで固定し 
たりしない。電源コードの上に重いちの 
をのせた0、コードを本機の下敷さに 
した0しない。 

コードを敷物などで覆ってしまうと、 
気づかずに重いをのをのせてしまラ 
ことびあります。 

コードび傷つさ、乂災•感電の原因と 
なります。 



電源コードび傷ついたら(お線の露出、 
断線など)販売店または当社サービス 
窓□に交換をご依頼ください。 
そのまま使用すると乂災•感電の原因 
となります。 


異常が起をた場合は電源 
^プラグを巧く 

内部に水や異物び入ったり、煙び出た 
り、変な臭いや音びしたりした場合 
は、すぐに電源スイッチを切り、電源 
プラグをコンセントから抜く。 
そのまま使用すると、火災•感電の原 
因となります。 

煙や、異臭、異音び消えたのを確かめ 
てから修理をご依頼ください。 





雷び鳴り始めた5アンテナ線 
や電源プラグには触れない 


感電の原因となります。 
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A 警告 

A 電源プラグを定期的に清 
掃ずる 

電源プラグにほこり 
などび付着している \\\ レ/ A 

と、湿気等により絶縁 
び悪くなり、火が•感^品^瓦瓦!^ 
電の原因となります。 

電源プラグをコンセントから抜いて、 
乾いた巧で取り除いてください。 

^ 落下した機器は電源プラ 
^ グを巧く 

機器を落としたり、カノ（一やケースびこ 
われたりした場合は、電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントから抜いて、 
点検、修理をご依頼ください。 

そのまま使用すると、火災 • 感電の原因と 
なります。 

^ 機器の上に巧びんやコッ 
P ® プなど水の入った容器を 
^置かない 

水びこぼれて中に入ると、乂災•感電 
の原因となります。 

A 電池は郭幼巧の手の届か 
ないところに置く 

電池をあやまって飲み込むおそれび 
あります。 

ボタン電池など小型の電池は特にご 
を意ください。 

万一、お子さまび飲み込んだ場合は、 
ただちに医師と相談してください。 

べ^ 機器の内部に水や異物を 
ツ 入れなぃ 

機器の通風孔、開□部から内部に金属 
類や燃えやすいをのなどを差し込ん 
だり、落とし込んだりしない。 

火災•感電の原因となります。 

巧電池は巧電しない 

電池の破裂、液ちれにより、乂災 • けび 
の原因となります。 

A 機器の上にろラそくやラ 
ンプなど义のついた物を 
置かない 

本機のカノ く一やノ くネルにはプラ 、、ぶ, 

スチックび使われており、燃え W 
移ると火災の原因となります。 

^ 機器のケースを開けたり 
改造したりしない 

内部には電圧の高い部分びあり、乂 
災•感電の原因となります。 

点検、修理は販売店または当社ヴービ 
ス窓□にご依頼ください。 


A ミち意 

A カセットテープ、デイス 
1 ^ ク挿乂□に手を入れない 

手びはさまれて、けびの原因となるこ 
とびあ 0 ます。 

特にお子様にはごを意ください。 

/ Ov レーザーが源をのぞを込 
まない 

レーヴー光び目に当たると、視力障害 
を起こすことびあります。 
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/ M 主意 

ベ、電源コードを熱器具に近 
ツづけなぃ 

電源コードを熱器具（ス1-ーブ、アイ 
□ンなど）におづけない。 

コードの被覆び溶けて、火災•感電の 
原因となることびあります。 

盛 

電源プラグはコンセントに 
V 根茄で瞧に差し込む 

差し込みび不完全ですと発熱した0 
ほこ0び付着したりして、火災の原因 
となることびあります。また、電源プ 
ラグの刃に触れると、感電の原因とな 
ることびあります。 

電源プラグを根元まで差し込んでを 
ゆるみびあるコンセントの場合には、 
販売店や電気工事店にコンセントの 
交換を依頼してください。 

fx ) 不安定な場所に置かない 

ぐらついた台の上や傾いた所など、不 
安定な場所に置かない。 

落ちたり、倒れたりして、けびの原因 
となることびあります。 

4^ 長期聞使用しないとをは 
^ 電源プラグを巧く 

旅行などで長期間使用しないとさは、 
必ず電源プラグをコンセントから抜 
<。乂災の原因となることびあります。 

^ 巧動させるとまは電源プ 
^ ラグを巧く 

移動させるとさは、電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントから抜 
さ、アンテナ線、接続コードを外す。 

コードび傷つさ、火災、感電の原因と 
なることびあります。 

ベ、湿気やほこりのをい場所 
に置かない 

油煙や湯気の当たる調理台や加湿器のそ 
ば、湿気やほこりのをい場所に置かない。 
火災 • 感電の原因となることびあります。 

fx ) 湿度の高い場所に置かない 

窓を閉めさった自動車の中や直射曰 
光びあたる場所など、異常に温度び高 
<なる場所に放置しない。 

本体や部品に悪い影響を与え、乂災の 
原因となることびあります。 

お手入れの際は電源プラ 
^グを巧く 

お手入れの際は電源プラグをコンセ 
ントから抜く。 

感電の原因となることびあります。 

^電源プラグを巧くときは電 
〇/源コードを引っ張 6 ない 

コードび傷つさ、乂災•感電の原因と 
なることびあります。 

必ずプラグを持って抜いてください。 

A アンテナエ事は販売店に 
V 欄ずる 

工事には、技術と経験び必要です。ア 
ンテナは送配電線から離れた場所に 
設置してください。アンテナび倒れた 
場合、感電の原因となることびあ0ま 
す。 
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/ M 主意 


A 機器のお続は取扱説明書 
V に従う 


0 


ひび割れディスクは巧ね 
ない 


関連機器を接続する場合は、各々の機 
器の取扱説明書をよ < 読み、電源を切 
り、説明に従って接続する。また、接続 
は指定のコードを使用する。 
あやまった接続、指定似外のコードの 
使用、コードの延長をすると発熱し、 
やけどの原因となることびあります。 


0 機器の上に重いものや外巧か51ま 
み出るような大きな物を置かない 

ノ くランスびくずれて倒れたり、落下し 
た0して、けびの原因となることびあ 
0ます。 


機器に柔6ない 

機器に乗ったり、ぶら下びったりしな 
い。特にお子様にはごを意ください。 
倒れた0、こわれたりして、けびの原 
因となることびあります。 


Q はじめか6音量を上ばず 
ぎない 

突然大さな音び出て、聴力障害などの 
原因となることびあります。特にへッ 
ドホンをご使用になるとさはを意し 
てください。 


耳を刺激ずるような大をな 
音で長時間続けて聞かない 

聴力に悪い影響を与えることびあり 
ます。特にへッドホンをご使用になる 
とさはを意してください。 


Q 長時聞音が歪んだ巧態で 
巧わない 

スピーカーび発熱し、火災の原因とな 
ることびあります。 


ひび割れ、変形、または接着剤などで 
補修したディスクは使用しない。 
ディスクは機器内で高速回転します 
ので、飛び散って、けびの原因となる 
ことびあります。 


9電池の取り扱いにミ主意する 


次のことを、必ず守ってください。 

* 極性表示（プラス’とマイナス’’-’’の 
向き)にを意し、表示どおりに入れる。 
* 指定の電池を使用する。 

* 使い切ったとさや、長期間使用しな 
いとさは、取り出しておく。 

* 新しい電池とちい電池を混ぜて使用 
しない。 

* 違ラ種類の電池を混ぜて使用しない。 
* 電池は、加熱したり、分解したり、乂 
や水の中に入れたりしない。 

電池は誤った使い方をすると、破裂、 
液をれにより、乂災、けびや周囲を破 
損する原因となることびあります。 
電池を入れたままにしておくと、過放 
電により液びをれ、けびややけどの原 
因となることびあります。液びちれた 
場合は、点檢修理をご依頼ください。 
万一、ちれた液び身体についたとさ 
は、水でよく洗い流してください。 


A 定期的に内部の点巧、清 
掃をずる 


3年に1度程度を目安に、機器内部の 
点検、清掃をお勧めします。販売店、ま 
たは最寄りのケンウッド サービス 窓 
□に費用を含めご相談ください。 
内部にほこりのたまったまま長い間 
掃除をしないと、乂災や故障の原因と 
なることびあります。 
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はじめに 


取扱説明書の使用方法 


本書は、準備編、基本編、応用編、知識編の4っの章に分かれてい 
ます。まずはじめに r 安全上のごを意」 をよくお読みくださし、。 

準備編 

お手持ちのオーディオ機器との接続のしかたや各部の名称に 
ついて説明しています。お手持ちのオーディオ機器によっては 
接続び複雑になる恐れびあります。取扱説明書をよ < お読みの 
ラえ、それぞれの機器に接続して < ださし、。 

基本編 

巧の再生など、基本的な機能の操作方法を説明しています。 

応用編 

プ□グラム再生など、応用的な機能(便利な機能)の操作方法を 
説明しています。 

知識編 

「故障かな？と思った 5」、 「定格」 など、知っておくと便利な情 
報を記載してあ0ます。 


ステレオ音のエチケッ 


楽しい音楽わ、時と場所によっては気になるも 
のです。隣0近所への配慮を十分いたしましょ 
ラ。ステレオの音量は、あなたの也びけ次第で大 
さくわかさくちな0ます。特に静かな夜間には、 
ルさな音でわ通0やすいちのです。夜間の音楽鑑賞には、特 
に気を配りましょラ。窓を閉めたり、へッドホンをご利用に 
なるのを一つのちまです。お互いにむを配り、快い生活環境 
を守りましょう。 


[普子ヶ y 1、 I 




このシンボルマークはケンウツドにおし、て 
環境に対する影響を軽減した商品であるこ 
とをお知5せするマークです。 
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付属品 


次の付属品びそろっていることを確認して < ださし、。 


AM ループアンテナ 
川固） 


FM 室內アンテナ 
(1 本） 


電源コード 
(1 本） 


リモートコント □ ール 
ユニット 

(RC-RP0704: 1個） 


リモコン用単4形乾電池 
(2 本） 


本機の特長 


CD を感動的な音で楽しむ、新世代オーディオシステム 


■CD に込め5れた音楽信号を、美しく再現ずる 「Supreme (サプリーム） EXJ 


20 kHz までの音楽信号を、4日 kHz までのワイドレンジ信号へ高精度補間。 

左ち独立 D / A コンノ く一夕一との組合せにより、演奏芸場の空気感まで再現します。 


■ ノイズを徹底的に排除し、音楽信号を忠実増幅ずる先進}ま術 


音楽信号のお化を防ぐ、分離回路設計： 

それぞれび音質的面で影誓を与える、メカニズム部、デジタル部、アナ□グ部をそれぞれ分離設計。さ5に、アナ□グ信号経路 
は、ク□ストークを防ぐため、左ち独立差動回路構成としています。 

を定した電源供給を巧能とずる3トランス構成： 

「アンプ増幅回路」 「 CD ^ 力/デジタル変撰回路」「制御回路」それぞれに独立したトランスを用意。もっとも大きな電力を必要 
とする「アンプ増幅回路」には、安定した電源供給び巧能な卜□イダルトランスを採用しています。アンプのファイナル段には 
温度追従性に優れ、低域の量感や高域の伸びやかな表現をちた5す、 TRAIT を採用。 

CD 専用ダイレクト回路： 

CD の音楽信号を最短でアンプ段まで伝送するため、セレクターや!-ーン回路をパスし、経路を最短化する CD 専用のダイレク 
卜回路を搭載。 
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はじめに 


A このマークのついた項目は、安全確保のために必ずお読み < ださし、。 
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(才ートプリセット） . 

記憶させた放送局を受信する 

(プ1」セットコール） ... 

放送局名自動表示リスト ... 
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放送局を1局ずつ記憶させる 
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記憶させた放送局を消す ... 

好きな曲順で再生する(プログラム再生） 
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巧を追加する .... 

プ□グラムした巧を消す . 

繰日返し聞<(リピート再生） . 

プ□グラム再生を繰り返し聞く . 

ディスクや曲を繰0返し聞く . 

順番にこだわ6ずに聞 <(ランダム再生） 

巧の途中で別の曲を選択する . 

ランダム再生を止める . 

か部機器の入カレベルを調整ずる . 

ディスプレイを切0換える . 

タイマーを使ラ . 

プ□グラムタイマー予約をずる. . 

プ□グラムタイマーを再予約/觸除する ...... 

おやずみタイマーを設定ずる （ SLEEP ). 

オートパワーセーブ機能を使ラ 
(AUTO POWER SAVE : A . P . S ). 

知っておをましよラ . 

C □の取り扱い . 

保管とお手入れ… . 

輸送時または移動時のごま意 . 

故障かな？と思った6 . 

マイコンを U セッ h する . 

メッセーシ表おの一覧 ... 

定格 . 

巧証とアフターサービス(よくお読みください）. 
ケンウッドを固ヴービス網 . 


知識編 


g 洗 ^の站講 ■ §555 Ms 票請 W ■ 如甜謂 


がの 


4 4 


が S 3 


8化 



















































































接続のしかた 



A 注意 

機器を設置する隙には、機器に十分な放熱をさせるために 
下記のことをお守りください。放熱び十分でないと、内部に 
熱びこわ0、故障や火災の原因となることがあ0まず。 

• 機器の上面に、放熱の巧ばになるよラなちのを置かないで 
ください。 

• 機器の各面か5、下記に示すスペースを空けてください。 
上面日日 cm 切上側面：1日 cmULL 背面：1 OcmliLL 

接続上のま意 

接続びすべて終了するまでは、電源コードのプラグをコン 
セントに差し込まないでください。接続したコード、ケーブ 
ル類を抜くときは、事前に必ず電源を切り、電源プラグをコ 
ンセントか5抜いてください。 


マイコンの誤作動について 

正しく接続したのに操作びでをなかった D 、 ディスプレイ 
び誤った表示をするとさは、「故障 かな？と思った 5」をお 
読みにな0マイコンを U セツトしてください。 （ P .40 参照） 

機器は電源コンセントに容易に手び届く位置に設置し、異 
常び起さた場合すぐに電源プラグをコンセントから抜いて 
ください。また、電源スイッチを切っただけでは機器は電源 
から完全に遮断されません。完全に遮断ずるには、電源プラ 
グを损いてください。 


アンテナの接続 

アンテナを接続しないと AM 、 FM 放送を受信できません。下記に従って正しく接続してくださし、。 


AM ループアンテナの接続 

付属のアンテナは室内用でず。本機、 TV 、 スピーカーコード、 
電源コードからなるべく離れた場所で、受信状態の一番よい 
方向に向けます。 


FM 屋がアンテナ(市販品)の接続 

FM 放送をよりク U アーに受信するには、 FM 屋外アンテナ 
を接続します。7已 Q 同軸ケーブルを使って屋内へ引き込み、 
[FM75n] 端子に接続します。 FM 屋外アンテナを接続したら 
FM 室内アンテナは取り外してくださし、。 


準 

備 

編 


AM ループア ンテ ナコー ドの取り付けかた 


〇レバーを押す©コードを差し込む©レバーを戻す 



A FM 屋外アンテナ設置上の注意 

アンテナエ事には、技術と経験び必要ですので、販売店に 
ご相談ください。アンテナは送配電線から離れた場所に設 
置してください。アンテナび倒れた場合、感電の原因にな 
ります。 



FM 室内アンテナの接続 

付属のアンテナは室内用で、一時的に使用するをのです。安定 
した受信のためには、 FM 屋外アンテナ(市販品)の接続をお勧 


FM 室内アンテナの取り付けか: 


〇アンテナ端子に接続する 


めします。 

FM 屋外アンテナを接続した5、 FM 室内アンテナは取0外し 
て < ださい。 


© 受信状態のよい位置をさがす 
©固定する 
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巧続のしかた 


スピーカーの接続 

スピーカーは、図のよラに接続します。 


巧流10 0 V 己 0 HZ /60 HZ の 
電源コンセントへ 

^3^本機背面の [電源入力] 端子および 
電源コンセントに、奥まで確実に 
電源コード(付属品） 差し込んでください。 


左側 スピーカー 


準 

備 

編 



復狐: 


I スピーカーコード 

- V 



スピーカーコード 






> 


、 f 


S 


スピーカーコー ドの取り付けかた 


〇コードの皮膜をむく © つまみを緩める 


i てナナプラグの取り付けかた 


〇つまみを締める 


包 プラグを差し込む 


ねじる 

E 皆 ^ smn I 巧 ■ 



包 コードを差し込む 〇つまみを締める 




締めかたびたりないと、音びでないことびあります。 

巿販のプラグを使用すると去は、プラグの締まりかたびゆるくな 
り、簡単に损けてしまうことびあります。プラグに付属の取扳説明 
書をお読みになり、プラグの太さを調整してご使用ください。 


• スピーカーコードの [+] と [-] は絶対にショートさせないでください。故障の原因になります。 

• 極性を間違えて接続すると、楽器などの位置びはっさりしない不自然な音になります。 

• すべての接続コードは確実に差し込んでください。差し込みび不完全でずと、音び出なくなったり、雑音び発生することがありまず。 

• スピーカーの磁気により、テレビやパソコンの画面に色ムラび発生することびあります。このときは、テレビやパソコンか5みし離して置いてく 
ださい。 
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ち続のしかた 


デジタルオーディオプレーヤーの接続 



PNC - 1巳0刷売品）] 



ステレオ S ニケープル(市販品） 



へッドホン端子へ 


へッドホン端デへ 




デジタルオーディオリンク対応プレーヤー 


三 

y 


その他のデジタルオーディオプレーヤー 

ケンウッド製デジタルオーディオプレーヤー M ] GA3、 
M 己 12A3、M2 己目 A3 含む 



対応機種: HD20GA7、HD30GA9、 
HD30G 巨白、 HD10G 目7、 
M]G 日已、 M 已12巳己、 

M2GC7、M 1 GC7、M 曰] 2C 已 


• 関連システム機器を接続するとをは、関連機器の取披説日月書ちあわせてお読みください。 

• すべての接続コードは確実に差し込んでください。差し込みび不完全ですと、音び出なくなったり、雑音び発生することがありまず。 
• デジタルオーディオプレーヤーを使い終わったら、接続コードを本機背面の [ D . AUDIO 入力]端子より损いてください。 
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ち続のしかた 


か部機器(市販品）との接続 

デジタル機器1 デジタル機器2 


カセットデッキ 


MD レコーダー 


。。 □ い | I I I ロミ磯 

口の !-1] r~H 


光(オプチカル） 
デジタル 
音声入力 


。。口 L P -^ 口：减 

== し --- 

口〜 1 「 


3i 


光(オプチカル） 
デジタル 
音声出力 


同軸（コアキシャル） 
デジタル音声入力 


同軸（コアキシャル） 
デジタル音声出力 
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• 関連システム機器を接続するとさは、関連機器の取披説明書わあわせてお読みください。 

• すべての接続コードは確実に差し込んでください。差し込みび不完全ですと、音び出なくなったり、雑音び発生することびありまず。 
• 極性を間違えて接続すると、楽器などの位置びはっさりしない不自然な音になります。 
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る部のなまえと働を 

本巧 


再生/一時停止表示 CD 再生モード表示 才ートノ V’ワーセーブ表示 経過時間表示 



©CD トレイ (P.2 日参照） 

© リモコン受光部 (P.1 已 参照） 

OCD トレイ開閉 (A ) ボタン ( P .20 参照 ) 

CD トレイの開閉に使います。 


©VOLUME つまみ (P. 17 参照) 

音量調整に使います。 


上押すと、押した方向にサーチします。ボタンを短く押すと、押し 
た方向にスキップします。） 

©電源ボタン (P. 17参照） 

電源のオン/スタンバイ切り換えに使いまず。 

⑩スタンバイ表示 (P. 17参照） 

赤色に点な: 通窜のスタンバイ状態。 

オレンジ色に点灯: タイマースタンバイ状態。 


準 

備 

編 


0 ►/■■/BAND ボタン (P.2 1、 P.23、P.26 参照） 

入力切換び [ TUNER ] のとき: 受信バンド ( FM / AM ) の切り換え 
に使います。 

今入力切換が [ CD ] または [ D . AUDIO ] のとき: 再生、一時停止の切 
り換えに使います。 

〇 ■/TUNING MODE ボタン (P.21、P.24、P.2 目参照） 

入力切換が [ TUNER ] のとき： 自動受信けート選局/ステレオ 
受信)とモノラル受信(マニュアル選局/モノラル受信)の切り換 
えに使います。 

今入力切換がに D ] または [ D . AUDIO ] のとき: 再生を止めるとき 

に使います。 

今 スタンバイ ：! 犬態のとさ: 時刻や曜曰の表示に使います。 

〇 P.dAll/TUNING ボタン 

(P.2 1、 P.22、P.24、P.26 参照） 

今入力切換が [ TUNER ] のとき: 記憶させた放送局の呼び出し（プ 
U セツトコール)や放送局の選択に使います。 


スタンバイ表示び点滅しているとをは、 r 故障かな？と思った 5」を 
お読みください。 ( P .40) 

⑩ DIRECT ボタン / CD 、 SOURCE 表示 (P. 19参照） 

^ ソ-ス ダイレクト 

CD/SOURCE D 旧 ECT 機能のオン/オフに使います。 

© PHONES 端子 (P. 1 8参照） 

へッドホンで聞くとをに使います。 


スタンバイ状態について 


本機のスタンバイ表示び点灯中は、メモ U —保護のため、微 
弱な通電を行なっています。これをスタンバイ状態といい 
ます。このとを、 U モコンで本機をオンできます。 
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各部のなまえと働を 


U モコン 


本体部と同じち前のボタンは、本体部と同じ働ををしまず。 
* 印の付いたボタンは、リモコンのみの機能でず。 



0PH0N0 、 MD 、 TAPE 、 AUX 、 D-IN 1 、 D-IN 2 ボタン* ( P .17 
を貝資） 

聴さたい外部入カソース機器の選択に使います。 

©数宇ボタン* ( P .2； I 、 P .28、 P .30 参照） 

今入力切換び [ TUNER ] のとき： プリセツトコール简憶させた放 
送局の呼び出し）に使います。 

今入力切換が [ CD ] のとさ： 曲番号やプ□グラム番号の選択に使い 
まず。 


©P.MODE ボタン* ( P .3 日参照） 

トラックモード循常の再生)とプ□グラムモード畑順を並び換えて 
再生)の切り換えに使います。 

RANDOM ボタン* ( P .33 参照） 

CD のランダム再生畑順を順不同に再生)に使います。 

REPEAT ボタン* ( P .32 参照） 

CD の U ピート再生(繰り返し再生)に使います。 


©設定モード関連ボタン 

( P . 1扫、 P .2 己、 P .27、 P .34、 P .3 已、 P .38 参貝島） 

MODE ボタン* 

放送局のオートプリセットやタイマー設定など、いろいろな設定に 
使います。 

マルチ コン ト□—ル (么、マ、<3、>)ボタン* 

いろいろな設定の選択に使います。 

ENTER ボタン* 

いろいろな設定の確定に使います。 

© AUTO/MONO ボタン ( P .26 参照） 

入力切換が [ TUNER ] のとき: 才ート受信けート選局/ステレ 
才受信）とモノラル受信(マニュアル選局/モノラル受信)の切り 
換えに使います。 

©TUNER/BAND ボタン ( P .2 目参照） 

入力切換を [ TUNER ] にするときに使います。 

->• 入力切換が [ TUNER ] のとき: 受信バンド ( FM / AM ) の切り換え 
に使います。 


CD ►/H ボタン ( P .21 参照） 

入力切換を に D ] にずるときに使います。 

今入力切換がに D ] のとき: 再生と一時停止の切り換えに使います。 


デジタルオーディオ 

□.AUDIO ►/H ボタン ( P .23 参照） 

デジタルオーディオ 

入力切換を に. AUDIO ] にするときに使います。 


入力切換がに. AUDIO ] のとき: 再生と一時停止の切り換えに使 
います。 


■ボタン ( P .21、 P .24 参照） 

今入力切換が [ CD ] または [ D . AUDIO ] のとさ: 再生を止めるとき 

に使いまず。 

今スタンバイが態のとを: 時刻や曜日の表示に使います。 [ 

〇 P.CALL/I ィィ、ポタン ( P .2 1 、 P .24、 P .28 参照） 

今入力切換が [ TUNER ] のとさ: 記憶させた放送局の呼び出し（プ 
1」セツ トコ ー ル)に使いまず。 

今入力切換び [ CD ] のとき: スキップ(曲を飛び越し）に使います。 
入力切換が に. AUDIO ] のとき スキップ独を飛び越し）やサー 
チ (早送り、早戻し） に使います。 


TUNING/ イイ、 ►►ボタン ( P .22、 P .26 参照） 

入力切換が [ TUNER ] のとき: 周波数の選択に使いまず。 

今入力切換がに D ] のとき: ヴーチ焊送り、早戻し）に使いまず。 


©BASS A 、 ▽ボタン* ( P .1 8参照） 

バス(低音）レベル調整に使いまず。 

TREBLE A 、 v ； n ’ タン* ( P .1 S 参貝畏) 

トレブル搞音）レベル調整に使います。 


©電源ボタン ( P . 17参照） 

電源のオン/スタンバイ切り換えに使います。 
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る部のなまえと働き 


⑩ DIMMER ボタン * (P. 1目参照） 

ディスプレイの明るさの切り換えに使います。 

® TIMER ボタン * (P.38 参照） 

プ□グラムタイマーの実行モード選択に使います。 

0 SLEEP ボタン * (P.38 参照） 

おやずみタイマーの設定に使います。 

©TIME ボタン * (P.22 参照） 

CD の時間表お切0換えに使いまず。 

〇 DISPLAY ボタン * (P.22、P.24、P.2S、P.34 参照) 

ディスプレイの表示内容の切り換えに使います。 

© CLEAR ボタン * (P.29、P.3 1参照） 

プ□グラム番号やプ1」セット番号の削除などに使います。 

©OPEN/CLOSE A ボタン (P.20 参照） 

CD トレイの開閉に使います。 


® MUTE ボタン * (P. 19参照） 

一時的な消音に使います。 

©VOLUME(A 、 v) ボタン * (P.17 参照） 

音量調藝に使いまず。 

© DIRECT ボタン (P. 1日参照） 

CD/SOURCE □旧 ECT 機能のオン/オフに使いまず。 

© FOLDER P 巧 EV. 、 NEXT ボタン * (P.24 参照） 

->• 入力切換が [ D . AUDIO ] のとき: ケンウッド製デジタルオーディ 
オプレーヤーのフオルダ還おに使います。 

0 BALANCE < 、 > ボタン * (P.1 9参照） 

バランス調整に使います。 


電通© xm た 



準 

隔 

編 





本機の電源プラグをコンセントに差し込み、 U モコンの電源ボ 
タンを押すと、電源びオンになります。電源びオンになった5、 
操作したいボタンを押します。 


♦ U モコンの各操作ボタンを押してから次のボタンを押すときは、約] 
秒間 ULL の間隔をあけて確実に巧してください。 

• 付属の乾電池は動作チェック用のため、寿命び短いことびあります。 
ご了承ください。 

• 操作でさる距離び短くなったら、2本とち新しい電池と交撰してくだ 
さい。 

• U モコン受光部に直射曰光や高周波点灯(インバーター方式等)の壁 
光なの光び当ると、正しく動作しないことびあります。このようなと 
さは、誤動作を避けるために設置場所を変えてください。 
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時刻合ねせ 


本磯には、時計機能びついています。タイマーを使ラとをにお 
要となるので、あらかじめ時刻合わせを済ませてください。 



□ 0寺刻合わせモ-ドにする 


準 

備 

編 


戀 


〇 MODE ボタンを押す 


〇 


© [Time adjust ] を選択する 

進む 

確定す々 


© 


戻る 


S 曜曰と時刻を合わせる 



使用するボタンやつまみなどを示します。 



- .； : ........ 

. :: 



A 

1- 4 h - w - i-w 十— 

.-■■■.. 


.. 

. 


曜曰表示部び点滅をはじめます。 


月曜日の午後80き4已分に合わせるとき： 


AI . い I ハ .1/// 

骗 




エンター 

ENTER ボタンを押すと曜曰び確定され、時表示部び点滅をはじめます。 




時刻は] 2時間表示で表示されます。 

エンター 

ENTER ボタンを巧ずと時び確定され、分表示部び点滅をはじめます。 
間違えて ENTER ボタンを押したときは、マルチコント□ール(づ）ボ 
タンを押して]つ前の設定に戻り、設定内容を直します。 


1 / \1 


立 M - 


鼻 




時報と同時に ENTER ボタンを巧すと、正確な時刻合わせびでをまず。 
電源びオフ(スタンバイ状態)のときに ■/TUNING MODE ボタンを 
押すと、現在の時刻やプ□グラムタイマー予約のオン/オフび約已砂間 
表示されます。 
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基本的な使いかた 



音びルさく 
なる 


音び大をく 
なる 


□ 聴きたいソースを選択ずる 


□ 選んだソ-スを再生する 
□ 音量を11壁する 



b ら 


0 0 0 0 
〇 © © 〇 
0 0 0 0 
© © 0 〇 


'lEEbOdOI 

に口に n 二 


回口巧因 
rvi 



使用するボタンやつまみなどを示します。 


巧ずたびに機能が切り換わります。 

①スタンバイ表示点な:電源びオフ（スタンバイ状態)になります。 
霞スタンバイ表示消な:電源びオンになりまず。 


チューナー バンド デジタルオーディオ 

U モコンの TUNER / BAND、CD ►/ ll 、 D.AUDIO ボタンや入 

フ7ノ テーフ デジタルインデジタルイン 

力切換ボタン ( PHONO 、 MD 、 TAPE 、 AUX 、 D-IN KD-IN 2) を押 


してち、電源びオンになり再生(受信)でをます。 


回ずたびに機能が切り換わります。 

① [ TUNER ] 

⑤ に口] 

デジタルオーディオ 

感 に. AUDIO ] 

④ [ PHONO ] 

通 [ MD ] 

愈 rrAP 白 
® [ AUX ] 

デジタルインオフチカル 

感 [ D - IN 1 ( OPT )]* 

デジタルイン コアキシサル 

⑤ [ D - IN 2 ( COAX )]* 


畐 


入力された信号のサンプリング周波数 
本機で再生できるデジタル信哥ま、 PCM (32 kHz 〜9巨 kHz ) です。 


「 CD を聞く」 ( P ぶ日参照） 
r ラジオを聞く」 ( P .2 日参照） 


► 


….■■：：：|：：： 







I 

音量の表示 


音量び- 30 cl 巨政上になると、打已 （ d 巨）ステップでのより細かな音量 
調整びで去まず。 




< 


襲 g 
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基本的なほいかた 


昼 

本 

編 





お音域の調整 





高音域の調整 



レベルび 

下がる 


BASS 


回 

I 



レベルび 
上びる 


確定する 

© 


[8 砂し乂内に巧す] 


レベルび 
下びる 


TREBLE 


I 



レベルび 

上がる 


確定する 

© 


1^8秒 Uil 巧に押す] 


ほ音域を調整ずるとを: 



調整レベルの表示 


• BASS ボタンまたは TREBLE ボタンを]回巧すと、現在の状態び表 
おされまず。（表お中8砂心(内に操作してください。） 

• -已 （ d 巨）から+己 （ d 目)まで1 ( d 目)ステップで調整できます。 

• SOURCE DIRECT 機能びオンのと去は、 BASS ボタンまたは 
TREBLE ボタンで音質調整びでさません。 （ P . 1日参照） 
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基本的なほいかた 


スピーカーバランスを調整する （ BALANCE ) 




左 ( L ) に移動 ち ( R ) に移動 

I- BALANCE -1 

国国 

確定する 

© 

fs 砂内に押ず] 


バランス位置の表示 

BALANCE ボタンを]回巧すと、現在の状態び表示されます。遠示中 
8砂 U (内に操作してください。） 

へッドホンで聴いているとをは、バランス位置の調舊びで定ません。 


一時的に音を消ず （ MUTE ) 



巧ずたに機能が切り換たります。 

① [ MUTE ] 表お点滅: MUTE 機能オン 



感 [ MUTE ] 表示消な: MUTE 機能オフ(觸除) 
• 解除すると、元の音量に戻ります。 

• 音量を調整したと定を、觸除されまず。 


ディスプレイの明るさを切り換える （ DIMMER ) 


ディスプレイの明るさを3段階で切0換えでさます。 



巧ずたびに機能が切り換わります。 

①暗く表示されまず。 




高音質な音で聞く （SOURCE DIRECT ) 

CD や接続した外部ソース機器を音質調整回路(バス、トレブル)を通らない、よ0高音質な音で楽しめます。 



巧ずたびに機能が切り換わります。 

ソース 

① [ CD ] または [ SOURCE ] 表示点灯: 

ソース ダイレクト 

SOURCE D 旧 ECT 機能オン 


DIRECT 



入力切換び [ CD ] 
のとさに点な 


入力切換び [ CD ] 
■ L ソがのとさに 
点巧 


② [ CD ] または [SOURCE DIRECT ] 表示消好： 

ソース ダイレクト 

SOURCE DIRECT 機旨目オフ（解除） 

ソース ダイレクト 

• 歸音中は SOURCE □旧 ECT 機能のオン/オフを切り換えないでく 
ださい。 

• SOURCE DIRECT 機能びオンのと去は、 BASS ボタンまたは 
TREBLE ボタンで音質調整びでさません。 
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I … I l—l !• 


にに I 


早早巧因 

rvi 


使用するボタンやつまみなどを示します。 


CD を聞< 

CD を1曲目か日、そのままの曲順で聞くとさの使いかたでず。 


□ 入力切換を [ CD ] にずる 



曰 トレイを開ける 


□ トレイを閉める 


• ディスクび入っていると去に、リモコンの CD ►/H ボタンを押すと、 
入力切換び [ CD ] に切り換わり再生びはじまります。 



\\1/ \1ハ I ハ1// 


卜\-/十み\-/十\^- 



再を面には触れないよラにします。 

ディスクを吕枚重ねて入れると、故障の原因になります。 

ディスクは CD トレイの溝にあわせて、正しく置いて<ださい。 
(ディスクをずらして置 < と故障の原因になりまず。） 

シングル CD (8 cm ) にも対応しています。 

巿販の CD シングル旧 cm ) ディスクアダプターは、本機では使用で去 
ません。 



分 1 ./\ 1 / \ 1 / \ 1 // 


f |-\-/- hW - hW -|- 



占|| 


55 - oio 田™ 

〇 〇 〇一〇 i ; 

000© -- 

0 0 0 © - • 


( 
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CD を聞 < 


曰再生ずる 




再^^禍 


)o^sg( 

I 6 

TUNING MODE 

優 

職 . 亡 



巧を飛び越す（スキタプ) 




OAO 〇 

託巧 


© © © 
© © © 
© © © 
© © 


数字ボタンを巧ずと走： 

曲まび [1 己]のとき：因固、回 
曲まびに功のとき：因固、因固、回 
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CD を聞 < 


旱送り/早戻しする（サーチ) 



早 戻し®) 〇) 早送り 

P.CALL/TUNING 

I 再生中に押し続ける] 



I- rUNING - 1 


早民し 


一 1 

早送り 

1再生中に押し続ける1 


• 再生中に1砂しんけ甲し続けます。指を放すと、通常の再生に戻ります。 


時間表示を切り換方る 



巧すたびに機能が切り換わりまず。 

①再生中の巧の経過時間 



②再生中の曲の残り時間 



⑤ディスク全体の経過時間 



④ディスク全体の残り時間 



• プ□グラム再生中は、④、の、③、③の順番で表示されます。 （ P . 30参 

昭 ') 

• 1巧1」ピート再生中またはランダム再生中は、①、⑤のみ表示されま 
す。 （ P .32、 P .33 参照） 


デすスプじイを切り換える 



巳 D - TEXT (テキスト闲応ディスクのタイトル表示について 


本機では、 CD - TEXT 対応ディスクを再生すると CD に収録 
されたディスクタイトルと曲のタイトル（アルファベット 
や数字の場合)び自動的に表示されます。 


巧ずたびに機能が切り換わります。 

① CD - TEXT 対応ディスクのタイトル表示 

( CD - TEXT 対応ディスクを再を中は曲のタイトルび、停止中は 
ディスクタイトルび表示されます。 

② 曲番号の表示 
感曜曰と時刻の表示 

• 通常 ( pCD や表示するで字情報びないと去は、①を選べません。 

♦ CD - TEXT 対応ディスクでを表示で去ないをのをあり奉す。ディスクに 
収録された文字情報び約1己00文字を超えると！: CD Text full ] と表 
おされます。 
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デジタ ルオー デイ オプレーヤーか s の 音を聞ぐ 


ケンウッド製デジタルオーディオプレーヤーを別売品の専用 
ケースレ （ PNC -1 己 0) で本機と接続すると、本機やリモコンで 
操作でさます。 



デジタルオーデイオプレーヤーを操作ずる 


□ デジタルオーディオプレーヤーを接続する 



本機とデジタルオーディオプレーヤーの電源はオフの状態で接続し 
て < ださい。 


• 別売品の専巧ケーブル ( PNC -150) で本機背面の [ D . AUDIO 入力]端子 
とデジタルオーディオプレーヤーのへッドホン端子を接続します。 

♦ デジタルオーディオプレーヤーを使い終わったら、接続コードをおい 
て < ださい。 

• 市販品の S ニステレオプラグケープルで接続したとさは、音を間くこ 
とはでさまずび本機や U モコンでの操作はでをません。 


S 本機とデジタルオーディオプレーヤーの電源をオンにする 


曰再生する 



• 押すたびに一時停止と再生び切り換わります。 
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デジタルオーディオプレーヤーか 6 の音を聞 < 




)c 

◎ 

号到 6 

TUNING MODE 


〇 u u 〇 

戀 

1 II 1 [中 

1-1 


夏 

本 

編 


巧を飛び越ず-(スキップ) 



旱送り/軍戻しずる（サーチ) 



• 押した方向に飛び越して、選んだ曲の最初から再生します。 

• 再生中に M イボタンを]回押すと、再生している曲の最初に戻ります。 


• 再生中に1砂しんけ甲し続けます。指を放すと、通常の再生に戻ります。 


：7オルダを飛び越ず 



帽 



1~ n ~~1 

FOLDER 


巧 

^ 戻る llPREV.ll || NEXT || 進む 


ディスプレイを切り換える 



巧ずたぴに機能が切り換わりまず。 

① 入力切換の表示 

② 曜曰と時刻の表示 
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デジタルオーデイオプレーヤーか 6 の音を聞 < 


HI M W 1.'] 


〇： 


〇〇 


使巧するボタンやつまみなどをおします。 

デジタルオーディオプレーヤーの入カレベルを調壁ずる 

□ r デジタルオーディオプレーヤーからの音を聞く」の手順1か5手順2を操作ずる ( P .23 参照） 
B 入カレベル調整モードにずる - 






〇 MODE ボタンを巧す 


〇 




© [Input Level ] を選択する 

進む 

確定する 


© 


戻る 



■ド:;…:； 


::::::. .： ::::: ■ 


1 




八..耐 

-今み二/十\攻 


□ 入カレベルを調整する 





戸.).り 

-4*1-\-/十\ 心 


昼 

本 

編 


入カレベル表示部び点滅をはじめます。（表お中20砂 U (巧に操作して 
<ださい。） 


-6、-3、0の3段階で調整で去まず。 

c _ p と同 y < 6いの音量になるよラに、入カレベルを調整ずると、 
に . AUDIO 入力 ] 端子に接続した機器から録音するときの緑宣レべ 
ルち自動的に調整されます。錄音中に入カレベルを変えると録音レべ 
ルび蜜わってしまいまずので、操作しないでください。 


デジタルオーディオ 

[ D.AUDIO 入力 ] 端テに接続されたデジタルオーディオプレー 
ヤーからの入カレベルを調整でをます。 CD と同じく5いの大を 
さで聞こえるよラ必要に応じて調整してくださし、。 



占|| 


55-010 _ 

〇 〇 05 

〇 0 〇 © 

3 0 0 © 
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ラジオを聞 < 


ラジオをま信ずる 



□ 入力切換を [TUNER] にずる 
B FM/AM のどち！5かを選択する 




巧放送局を選択ずる 



巧ずたびに機能が切り換わります。 

① [ FM ] 

② [ AM ] 



受信バンドの表示 


巧ずたびに機能が切り換わります。 

① [ AUTO ] 表乐点む：オート選局/ステレオ受信 

② [ AUTO ] 表お消む：マニュアル選局/モノラル受信 

才ート選局/ステレオ受信時に点な 



♦ 通常は AUTO (オート選局/ステレオ受信)にしておさます。 

• 電波び弱 < 雑音びをいとさは、マニュアル選局モノラル受信にします。 
FM 放送の音声はモノラルになりますび聴さやすくなります。 


放送局を受信すると点灯 





周波数の表示 


オート選局のとき： ボタンを]回押すと、自動的に次の放送局を受信し 
まず。 

マニュアル選局のと さ：ボタンを巧し続けると、周波数び連続的に蜜ね 
り、ボタンを放した場所で止まります。 
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ラジオを聞 < 


お住まいの都道府県名を登録すると、お住まいの近くで受信でを 
る放送局び自動的にプ U セツト(記憶)されます。 

これらの放送局を受信ずると、放送局名を表示でさます。 （ FM 放 
送のみ） 

「放送局ち自動表示リスト」 （ P .28 参照） 

♦ オートプ U セツトは FM および AM の放送局をあわせて、最 
大4日局まで登録します。放送局名表示は放送局名 U ストに 
載っている放送局のみに対応しています。 



放送局を自動で記憶をせる(オートプリセット) 

□ 入力切換を [ TUNER ] にする 


0オートプリセツトモードにずる 




〇 MODE ボタンを巧す 


MODE 

〇 


© [ケンメイセツテイ]を選択する 

進む 

確定する 


© 


戻る 



• 都道府県名を登録してないとさは、[ケンメイ S セッテイ]と表おさ 
れます。(表示中吕□秒切内に操作してください。） 

♦ お住まいの都道府県び変わったときは、もう一度設定し直してください。 


□ お住まいの都道府県名を選択し、オートプリセツトを開始する 



希望の放送局名が表示されないとを 


放送地域によって、周波数び同じでわ放送局名び違ラこ 
とびあります。希望する放送局名び表示されないときは、 
P - MODE ボタンを押すと、放送局名を変更できます。 

■ 希望ず琴放送局名び、放送局名リストにないとをには、 
P.MODE ボタンを押してち、表示は変化しません。周波数表示 

デイスフレイ 

に戻したいときは、 DISPLAY ボタンを押してください。 


• 都道府県名は、アイウエオ順に並んでいまず。 

• オートプ U セツトを行ラと、今まで記憶していた放送局び新しい記憶 
内容に変更されます。 



オートプ U セツト後、最初に記憶させた放送局名を表示 

• お住まいの地域によっては、還局された放送局び良好に受信でをない 
ことびあります。 

• 受信中の周波数の放送局名び登録されていないと定は、周波数び表示 
されまず。 

• オートプリセツトで記憶できる放送局は、お住まいの都道府県と近 
接する都道府県の放送局のみです。その他の放送局はマニュアルプ U 
セツトで記憶します。 （ P .2 日参照） 

♦ ケーブルテレビなどのアンテナを本機に接続したとさは、放送局び正 
し<表示されないことびあります。 


昼 

本 

編 
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ラジオを聞 < 


記憶させた放送局を受信する（プリセットコール) 


記憶させた放送局を順に呼び出す 



フ U セツトコール 

P.CALL ボタンを巧すと、：;欠のよラに切り換わります。 



01 一02 一 03 一... 一... 一 38 一 39 - ► 40 



フリセツトコール 

P.CALL [◄◄ボタンを巧ずと、：:欠のよラに切り換わります。 



01 ^ 02卜03卜...卜 ... 38卜39 ^ 40 



• ボタンを押し続けると、約0.己秒間隔で放送局をスキップします。 


記憶させた放送局を指定して呼び出す 



© © © 


0000 

© © © 


00巧 

© © © 


一 ~ - - 

© © 


数字ボタンを巧ずとを： 

プ U セツト番号び [1 引のとき：因固、固 
プ U セツト番号びに 0] のとき：因固、囚司、回 


放送局名自動表示リスト 


都道府県名 

放送局 

表示名 

1 1 

NHK- FVI 

NHK-FM 

愛 

知 

県 

㈱エフエム愛知 

FM A に HI 

愛 

~w 


㈱ ZIP-FM 

ZIP-FM 

愛 

互 


愛知国際放送㈱ 

RADIO-i 

言 

森 

県 

㈱エフエム青森 

FM アオモ IJ 

秋 

IT 


㈱エフエム秋田 

FM アキタ 

て 

~W 


㈱エフエム石川 

FM に HIKAWA 

岩 

手 

県 

紙エフエム岩手 

FM IWATE 

愛 

1" 


㈱エフエム愛媛 

FM エヒメ 

了 



㈱エフエム大分 

FM OITA 

大 

~W 

m 

㈱ FM 802 

FM 802 

了 

H" 

W 

㈱エフエム大販 

fm Osaka 

了 

IT 


関西インターメディア㈱ 

FM CO-CO.LO 

岡 

百 

県 

岡山エフエム放を㈱ 

FM 才カヤマ 

沖 

縄 


AFN 沖縄 

AFINI オキナワ 

1¢" 

1^ 


㈱エフエム沖縄 

FM Okinawa 

1 1 

NHK 第一 

NHK ラジオ 1 

居 

ill 

哥 

㈱エフエム香川 

FM カガワ 

鹿児島県 

㈱エフエム鹿児島 

S ュ ーFM 

神奈川県 

横おエフエム放送㈱ 

Fm Yokohama 

岐 

阜 

県 

岐阜エフエム㈱ 

Radio 80 

言 

都 

府 

㈱エフエム京都 

FM キョウト 

熊 

了 

~w 

㈱エフエム熊本 

FMK 

~w 

馬 


㈱エフエム群馬 

FM GUNMA 

高 

~W 


㈱エフエム高知 

FM KOCHI 

~w 

IT 

~w 

㈱ FM NA 巳 K 已 

N 冉 CK 已 

下 

~W 


㈱エフエム佐賀 

FM サガ 

滋 

~w 

県 

㈱エフエム滋賀 

e-radio 

~w 

岡 

~w 

静岡エフエム放送㈱ 

K-MIX 


都道衍県名 

放送局 

表示名 

島 

根 

県 

㈱エフエム山陰 

fm-sanin 

千 

毒 


㈱ベイエフエム 

bayfm 


言 

都 

エフエムインターウェーブ㈱ 

InterFM 


言 

都 

㈱ J-WAVE 

J-WAVE 


言 

~W 

㈱エフエム東京 

TOKYO FM 


言 

~W 

放送大学 

ホウソウダイガク 

徳 

島 


㈱エフエム徳島 

FM トクシマ 

栃 

了 

県 

㈱エフエム栃木 

RADIO BERRY 

~w 

nr 


富山エフエム放を㈱ 

FM h ヤマ 

~w 

百 


j ヒ曰本放送㈱ 

KN 巨ラジオ 

言 

崎 


㈱エフエム長崎 

Smile-FM 

長 

~w 


長野エフエム放を㈱ 

FM NAGANO 

新 

漏 

県 

㈱エフエムラジオ新漏 

FM-NI に ATA 

新 

~w 


新漏県民エフエム放送㈱ 

FM PORT 

丘 

~w 


㈱ Kiss - FM KOBE 

Kiss-FM 

市 

島 

県 

広島エフエム放を㈱ 

ヒ□シ 7FI\/I 

福 

す 


福井エフエム放を㈱ 

FMFUKUl 

福 

岡 


㈱エフエム九州 

CROSS FM 

福 

岡 

県 

㈱エフエム福岡 

fm fukuoka 

福 

岡 

~w~ 

㈱九州国際エフエム 

Love FM 

福 



㈱エフエム福島 

フクシマ FM 


京 

~w 

(橄エフエム•ノースウIーブ 

NORTH WAVE 


海 

~w~ 

㈱エフエム化海道 

AIR G' 

= 

~w 

県 

兰重エフエム放を㈱ 

Radi 曰 3 FM ミエ 

言 

城 


㈱エフエム仙台 

Date 干 m 

言 

Ti~ 

~w~ 

㈱エフエム宮崎 

」0Y FM 

1F 

~W 


㈱エフエム山形 

BOY FM 


了 

県 

㈱エフエム山口 

FM ヤマグチ 

1F 

~W 

~w~ 

㈱エフエム富± 

FM-FUJI 


• 放送局名は変更されることびあります。 


ディスプレイを切り換える 

巧ずたびに機能が切り換わります。 

① 放送局名の表示 

② プ IJ セツト番号と周波数の表示 
感曜曰と時刻の表示 

• 表承する放送局名びないとさは、放送局名の表示は選べません。 
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ラジオを聞 < 


放送局を1局ずつ記憶させる（マニュアルプリセット） 

お好みの放送局だけを選んで 1 局ずつプ1」セットすることもできます。 


0000 

0000 




〇お好みの放送局を受信中に 

エンター 

ENTER ボタンを巧す 


© 


0000 
000 〇 




[ 20砂化内に手順©へ I 

©記憶先のプ IJ セツト番号を 
選択する 

進む 

確をする 


© 


戻る 


I 20砂切巧に巧す I 

©手順〇、©を繰り返す 


記憶させた放送局を消す 

記憶させた放送局を還んで1局ずつ消去でさます。 


@ 




〇消去するプリセツト番号を 
呼び出す。 


数字び 

減る 


数字び 

増える 


©プリセット番号を消去する 

確定する 


◎一 燈) 


I 20砂な巧に押ず] 


©手順〇、©を繰り返す 




AUTO ST. TUNED 


■ ム 1 -\ /-L\^ 



\\|/ \\ レ 

-0 ..■■■ !■■■■ シ 

-糾-\-|-/十\^— 


記憶先のプ U セツト番号 

U モコンの数字ボタンを巧ずと、プ U セツト番号を直接入力でさます。 
数字ポタンを押ずとさ： 

プリセツト番号び [1 引のとき：向な、间 
プリセツト番号びに 0] のと去：囚固、囚国、固 
同じ番号に重ねて記憶させると、新しい記憶内容に蜜更されます。 
最大4□局まで放送局を記憶でをます。 


畳 

本 

編 


-1- 

消去するプ U セツト番号 

プ U セツト番号40に記憶された放送局は消去でさません。 


\\ 1 / 

ち / 1 、:.… f 


プリセツト番号11の「 ■■ 局」を消去するとさ: 

消去する放送局 


PIO 

♦♦局 

PI 1 : 

■■局 i 

、 ノ. 


PIO 

♦♦局 

PI 1 

★★局 



後ろのプ U セツト番号び前 
に繰り上びります。 


P 39 ， 

★★局 

P 40 

♦♦局 

...... 


P 39 

♦♦局 

P 40 1 

JSM 化 J 


空いたプ U セツト番号には自動的 
に FM 7 目 MHz び記憶されます。 


JA29 

































































































































早早巧因 

rvi 


使用するボタンやつまみなどを示します。 


確定する 

© 


好さな曲を好さな曲順に聞くことびでさます。(最大32曲） 


準備しましよう 


■トレイにディスクを入れる。 
* 入力切換を [ CD ] にする。 


© 2曲 iiLb 選ぶときは、手順〇 
を繰り返ず 


[^0 砂 U (巧に押ず] 


〇巧番号を選択する 


□ プ□グラム再生モードにずる(停止:!犬態にしてか5行ってください） 


0000 
000 〇 


国 

I停止中に巧す I 


点灯 


…：ミ 


て \|/// 




[PGM] 表示び点灯しているときに P.MODE ボタンを巧すと、 [PGM] 
表おは消むします。 



S 好をな曲をプ□グラムする 


プ□グラム番号 


,I、|, I 、 

プ□グラムに登録する曲番号 

数字ボタンを巧すとを： 

曲蚕び [1 己]のとき：囚固、固 
曲蚕びに 0] のとき：回可、町巧、回 


応 

用 

編 



プ□グラムに登録した曲のを計時間 


フロブラム フル 

• 32曲まで選べます。 [Program full] と表术されると、それ政上プロ 
グラムはでさません。 

♦ 間違えたとさは、 CLEAR ボタンを巧してか日還び直します。 

♦ プ□グラムした内容び1000分を超えると、時間表示び卜 一 :--」に 
な0ます。 




巧をな曲順で再生ずる(プ□グラム再生) 



© © © 

© © © © 
0 0 〇 © 
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巧をな曲順で再ちする(プログラム再を) 


曰再生する 



• プ□グラム順 ( P - 番哥膜)に再生します。 

• 再生中に14^ボタンを1回押すと、その曲の最初に戻ります。前の曲へ 
飛び越しずるとさは、ボタンを2回押します。 

• 再を中にボタンを押すと巧の曲へ飛び越して再生しまず。 


再寻 



• プ□グラムの内容は保持されています。 


曲一を磨加ずす 



〇曲番号を選択する 


〇〇〇 〇 
OAO 〇 

00巧 

◎ ◎ ◎ 確定する 

◎ ◎◎一 綺 

0 0© ^ 


賴 

感 ◎ 



I 吕〇砂じ(内 II 巧ず I 


©手順〇を繰り返す 



• 32曲まで選べます 。 [Program full ] と表示されると、それ政上プ日 
グラムはでさません。 

• 間違えたとさは、 CLEAR ボタンを押してから還び直します。 

• 選んだ曲番号は、プ□グラムの最棲に追加されます。 


^^^jxtrrcmmr 


後ろか5順まに消去ずる 


0000 

CLEAR 


0000 

0000 

° of * 

賴 

〇 

I 停止中に押す I 



• CLEAR ボタンを押すたびに最後の曲から]曲ずつ消去します。 
• 再生中はプ□グラムした曲を消去で去ません。 


応 

用 

編 


ずべて消去ずる 



P.MODE 



|]亭止中に押す I 


• 電源をオフ（スタンバイ状獻にしたり、 CD トレイを開けると、プ□グ 
ラム再生モードび解除されます。このとを、プ□グラムの内容は消去 
されます。 
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繰り返し聞く（リピート再生) 


■トレイにディスクを入れる。 
* 入力切換を [ CD ] にする。 




f - ,1~1 …11:…1下 .I 

にに I 口っ 


ロロ巧因 
rvi 


使用するボタンやつまみなどを示します。 


ディスクや曲を繰り返し聞く 


応 

用 

編 


〇 [ PGM ] 表示の消灯を確認 
する 


U ビート 

© REPEAT 機能を選択する 


0000 

0000 


0000 

0000 


哉! 




©再生する 


►/II 


プ□グラム巧生を繰り返し聞く 

プログラムした曲を部を繰り返して再生します。 


0000 

0000 


〇好をな曲をプ□グラムする 

(30 ページの手順〇、©を巧なラ） 

© REPEAT 機能をオンにする 


激! 




©再生する 


[ PGM ] 表承び点灯しているとをは、停止中に P.MODE ボタンを押 
して消なさせてください。 

消むを醒認する 


巧ずたびに機能が切り換わります。 

①[〇 1] 表示点な： 

1曲リピート再を 
③ [ o ] 表示点な： 

全曲リピート再生 
③消な： 

1」 ピー ト觸除 


U ピートびオンになると点灯 


去 


プ□グラム再生中やランダム再生中には、 ] 曲 IJ ピート再生は選択で 
去ません。 （ P .30、 P .33 養照） 

再生中に1曲 U ピート再生（[〇 1] 表示点灯)にすると、その曲を繰 
り返し再生しまず。 

CD トレイを開けると、リピートび解除されます。 


押ずたびに機能わ•呼り換わります。 

①[〇]、 [ PGM ] 表示点な： 

プログラム U ピート再生 
⑤[〇]表示消な： 

I 」 ピー ト解除 

U ピートびオンになると点な 




TOT 化 

r hJ .：：:； 

rU75 



準備しましよ • 


.-〇 



每 

-OS 



6 


占|| 


55 -oio 田 I 

〇 〇 06 

〇 0 〇 © 

〇 〇 〇 © 
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■ CD トレイを開けると、 U ピートび解除されます。 





























































































































































使用するボタンやつまみなどを示します。 


[ PGM ] 表示び点灯しているときは、停止中に P . MODE ボタンを押 
して消灯させてください。 

消むを確認する 



巧ずたぴ I こ機能が切り換わります。 

① [ RANDOM ] 表お点な： 

ラン f ム再生 
感 [ RANDOM ] 表示消な： 

ランダム解除 

ランダムびオンになると点な 


Jrandom^ 



■■ „ 

… 


... 

… „ 







点な 


玄 


1曲終わると次の曲を選んで再生します。 

全曲の再生び1回終わると停止し、ランダム再生び解除されます。 
REPEAT ボタンを巧すと、ランダム再生び繰り返されます。 


広 

用 

編 


W ◄ボタンを]回押すと、再生している曲の最初に戻ります。 


RANDOM ボタンを押すと、曲番順の再生に戻り [ RANDOM ] 表示 
び消むします。 

■ボタンを押してを、ランダム再生を解除できます。■ボタンで解除し 
たとさは、再生ち停止します。 


毎回曲びランダム(無作為）に選択されるので、長時間でわ飽さ 
ることなく楽しめます。 


■トレイにディスクを入れる。 
* 入力切換を [ CD ] にする。 


□ フ□ブラム 

[ PGM ] 表示の消好を確認ずる 


0 RANDOM 機能をオンにする 


0000 

0000 


巧の途中で別の曲を選択する 



賴 

►►1 ボタンを巧す 

1- P.CALL -1 


1 1 ィィ 1 



うンダムちちを化める 



Mi 番にこだね S ずに聞 < (ランダム再生) 


準備しましよう 
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か部機器の入カレベルを調壁する 


[ PHONO ]、[ MD ]、[ TAPE ] や [ AUX ] それぞれのアナ□グ 
入力端子ごとに、接続した外部機器からの入カレベルを調整で 
をます。 CD と同じく5いの大ささで聞こえるよラ必要に応じ 
て調整くださし、。 


準備しましよう 


■「列部機器怖販品）との接続」 をお読みになり、あらか 
じめ接続を済ませてください。 （ P . 12参照） 

• 外部機器の電源をオンにする。 



□ 「基本的な使いかた」の手順曰まで操作して、 [ PHONO ]、[ MD ]、[ TAPE ] または [ AUX ] 
を選択する ( P . 17参照） 


B 入カレベル調整モードにする 


0000 
〇〇〇 〇 




〇 MODE ボタンを押す 

MODE 


〇 


インフット レベル 

© [Input Level ] を選択する 


進む 




確定する 

© 


戻る 


巧 


□ 入カレベルを調壁する 




• 入カレベル表示部び点滅をはじめまず。（表示中30砂切巧に操作して 
<ださい。） 



• -6、-3、0の3段階で調整できます。 （2 日砂し U 内に操作してくださ 
い。） 

♦ CD と同じくらいの音量になるよラに入カレベルを調藝すると、各入 
力端子から録音するときの録音レベルも入力機器によらず同じくらい 
の音量になるよう、自動的に調整されます。録音中に入カレベルを変え 
ると録音レベルび変ねつてしまいますので、操作しないでください。 


ディスプレイを切り換える 



巧ずたぴに機能が切り換わります。 

① 入力切換の表示 

② 曜曰と時刻の表示 
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タイマーを使ラ 


タイマー機能を使って、目寛ましとして使えます。 

プ□グラムタイマー 

設定した時間帯に選んだソースを再生します。 
おやずみタイ7 — （ P .38 参照） 

設定した時間び過ざると、自動的に電源び切れます。 


1 - n - 1 

戻る 



己 S 己己 


,,1' ,1、、 




r i .. U ミ i .. -:::i i : i .1. ::::ミ:::：ミ—- 


□ 予約先のプ□グラムタイマーの番号を選択ずる 



巧ずたびに機能が切り換わります。 

フ□ブラム セツ!- 

① [ Pro 居 ram 1 set ]: [©]、[0]表示点滅 

フ□ブラム セツ!'' _ 

⑤ [ Pro 居 ram 2 set ]: [©]、[日]表示点滅 


フ□グラム 

[Program 2] に予約するとき： 


「時刻合わせ」をお読みになり、あらかじめ時刻合わせを 
済ませて < ださい。 （ P . 1目参照） 


プログラムタイマーモ約をずる 




(- 。 I;… 口 ."' 石 . I 

にに I 口っ 


回口巧因 
rvi 


使用するボタンやつまみなどを示します。 


動作する時間帯や動作内胃を一度設定すると、じが窒同じ内容のプ□グラムタイマーを繰り返して実行したり、動作の解除びでをます。 

• program 1] と [Pr 口 gram 2] の2系統に予約を設定できまず。 

• このとをは、タイマー動作の時間帯び重ならないよラに1分し:!上の間隔をあけて < ださい。 

[プ□グラムタイマーの予約が済んだ5、電源をオフ(スタンバイ状態)にして、スタンバイ表示がオレンジ色に点灯していることを必ず確認してください 。I 

□ 聞くための準備をずる 


ラジオを聞< 

CD を聞く 

放送局を記憶させる 

• 記憶させたプリセット番号で、ラジオ放送局を選局します。 

「放送局を自動で記憶させる(オートプリセット)」 （ P .27 参照） 
「放送局を1局ずつ記憶させる(マニュアルプリセット)」 （ P .29 参照） 

ディスクを入れる（プ□グラム再 
生はでさません。） （ P .20 参照） 


^3タイマー予約モードにずる 


00〇( 
〇〇〇 C 


戀 


〇 MODE ボタンを巧す 


〇 


© [Timer set ] を選択する 

進む 

確定する 


〇〇〇 〇 
0000 


© 


毎週金曜日の午前10:30かち午前11:30まで、ラジオ巧送を再生ずる 
内容のプ□グラムタイマーを、 [ Pro 邑 ram 2] に予約ずるとさ： 

• すでに設定び済んでいるプ□グラムタイマーを選択したとさは、設定 
内容び上書をされまず。 


巧 S 岸 




応 

用 

編 


準備しまし 



ら二 


55-010 

〇 〇 05 

〇 0 〇 © 

〇 〇 〇 © 
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タイマーを使ラ 


□ プ□グラムタイマーのオン/オフを選択ずる 



\\|/ \|// 


プロクラム プログラム 

[ Program 1 off ] または [Program 2 off ] を選択すると、兀の状 


態に戻ります。 

エンター 

• 間違えて ENTER ボタンを押したときは、マルチ〕ント□ール (<]) ボ 


タンを押して]つ前の設定に戻り、設定内容を直します。 


□ プ□グラムタイマーの実行曜日を選択する 



;毎曰 


巧ずたびに機能が切り換わります。 

エフ U デー 

① [Everydavl 

サンデー 

⑤ [ Sunday ] 

7ンデー 

⑤ [ Monday ] 

チユースデー 

④ [ Tuesday ] 

ごエン了デー 

⑥ [ Wednesday ] 

ヴースデー 

感 [ Thursday ] 

フライデー 

⑦ [ Friday ] 

サタデー 

⑥ [Saturday I 

マンデーフライデー 

⑤ [Mon - Fri ] 

チユースデーサタデー 

⑩ [Tue - Sat ] 

ヴタデー ヴンデー 

⑩ [Sat - Sun ] 


-解除するまで動作び続<タイマー 


:日曜日 
:月曜日 
:火曜日 
:水曜曰 
:木曜日 
:金曜日 
:±曜日 
:月曜日から金曜日 
:火曜曰から±曜曰 
:±曜日から日曜日 


毎週動作させるまたは]回動作さ 
せるかを選択します。 

手順日へ 


觸除するまで動作び続< 
タィマー 


.ミ::: 


• 解除するまで動作び続くタイマーを選択したときは、手順 B へ進みます。 


□ プ□グラムタイマーの実行動作を選択ずる 


応 


B 予約開始時刻/終了時刻を設定ずる 




巧ずたびに機能がわでり換わります。 

① [Every week ]; 

毎週タイマーび実行されます。 

ワンタイム 

⑤ [ Onetime ]: 

タイマーび1度実行されるとタイマーオフ状態になります。 



• 予約開始時刻と終了時刻とちに、マルチコント□ール ( A 、 V ) ボタン 
で時を入力したあと、 ENTER ボタンを押して確定します。同じ手順 
で分を入力します。 
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タイマーを使ラ 


□ 希望のタイマー予約を設定ずる 




巧ずたびに機能が切り換わります。 

プレイ 

① [Play] 

手順 □-© で設定した音量で、タイマーび動作します。 


② [AI Play] 

手順口-©で設定した音量まで、徐々に音量び上びりながらタイマー 
び動作します。 



巧ずたぴに機能が切り換わります。 

① [TUNER] (ラジオ放送） 

② に D] 



• 記憶させたプリセット番号で、ラジオ放送局を選局します。 

「放送局を自動で記憶させる(オートプリセット)」 （P.27 参照)、 

「放送局を1局ずつ記憶させる (マニ ュアルプリセット)」 （P.2 日参照）垣 

■ ENTER ボタンを押して設定び終了すると、 [Complete] と表示 編 
されます。 


• 電源をオフ（スタンバイ状態）にずると、スタンバイ表示びオレンジ色 
に点巧し、プ□グラムタイマーび動作を開始します（タイマースタン 
バイ状態)。 

♦ スタンバイ表示びオレンジ色に点滅しているとさは、時刻合わせをし 
てください。 （P.1 曰参照） 
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タイマーを使ラ 


プ□グラムタイマーを再予約/解除する 

「プ□グラムタイマーを予約ずる」 で設定した内容の再予約と動作解除びでをます。 （ P .3 已参照) 



〇 

[電源がオンのときに巧す。] 


巧ずたびに機能が切り換わります^ 

① [©][ n ] 表示点口： [ Pfo 居 ram 1] のタイマーを動作させます。 
感 [©] [日]点な： [ Program 与]のタイマーを動作させます。 

感 [©] [田][曰]点な ： [Program 1] と !; Program 2] のタイ 
マーを動作させます。 

④すべて消な：プ□グラムタイマーの動作を解除します。 

• プ□グラムタイマーの動作辭除をしてち、設定内容は記憶しています。 


おやずみタイマーを設定ずる (SLEEP) 

セツトした時間び過ざると自動的に電源びオフ（スタンバイ状獻になります。 

f 1 巧ずたぴに機能が切り換わります。 



SLEEP 

〇 


[CD 再生中やラジオ 受信 中に押す。 I 


10-20-30 ..... 70 一 80 一 90一 解除一10 一 20 .... 


おやすみタイマーびオンになると点む 



セツトする時間 

• 1回押すごとに10分ずつ増えていさます。最大日0分まで設定でを 


ます。 

• 電源をオフ（スタンノ（イ状態）にずると、おやずみタイマーは解除され 
ます。 

• おやすみタイマーの動作中に SLEEP ボタンを巧すと、動作開始まで 
の残り時間び確認でさます。 


才ートパワーセーブ機能を巧う （ Auto Power Save ： A.P.S.) 


応 

用 

編 


電源びオンで、 CD び停止状態のときに、約3日分間放置すると自動的に電源びオフ（スタンバイ状態)になる機能です。電源を切り 
忘れたとをなどに便利です。 





〇 MODE ボタンを押す 


〇 


© [ A . P . S . se 甘を選択する 

進む 

確定する 


© 


戻る 


© 才ートパワーセーブ機能の才 
ン/オフを選択ずる 


進む 




戻る 


確定する 

一 0) 




\\|/\|// 

ミぶな声 
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--- み. 


巧ずたびに機能が切り換わります。 

オート K ワーセーフオン 

① [ A . P . S . on ]: 才ートパワーセーブオン 

オート K ワーセーフオフ 

② [ A . P . S . off ]: オートパワーセーブ解除 



ん化' \\|/\|// 

. ■■■■■:: 

成;:ミ。!\ぐ 


♦ 入力切換び [ CD ] し:!がの場合、音量び-〇〇または mute びオンのと去 
に限り働去まず。 
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知っておをましよラ 




ディスク取り扱上のごま意 


再生面にふれないよラに持って < ださし、。 


本機で使用できるディスクについて 


CD (1 2 cm 、8 cm ) 、 CD - R 、 CD - RW 、 CD-EXTRA の音声部 
分び再生でさます。 


CD - R / CD - RW ディスクについて 


レーベル面に印刷可能な CD - R 、 CD - RW を使用すると、 
レーベル面び貼0付いてディスクの取0出しびでをない 
ことびあります。本機の故障の原因となるため、このよラな 
デイスクは使用しないでくださし、。 


醒ど彩亭 X れ 


本機の保管とお手入れ 


■ 次のよラな場所に置かない 

• 直射曰光の当たる場所。 

• 湿気やほこ0の多い場所。 

• 暖房器具の熱び直接当たる場所。 

■結露にごミち意 

本機とが気の温度差び大さいと、本機に水滴(露)び付くこ 
とびあります。この現象びおきますと、本機び正常に動作し 
ないことびあります。このよラなとさには、数時間放置し、 
乾燥させてか5ご使用ください。 

気温差の大きいところへ持ち込んだとをや、湿気の多い部 
屋などでは、特に結露にごま意ください。 

■ミちれた6 

前面パネル、ケースなどび巧れたとをは、柔5かい巧でか5 
ぶさします。シンナー、ベンジン、アルコール、接点復活剤な 
どは変色、変形の原因になることびあ0ますので、ご使用に 
ならないで < ださし、。 


CD ディスクのご注意 


昼歴のマークび入ったディスクをご使用ください。 

DI 白 FTAL AUDIO 

このマークび入っていないディスクは正し<再生でをない 
場合びあ0ます。 

再生中、ディスクはプレーヤー内で高速回転しています。ひ 
びや欠けのあるディスク、大をくそったディスク等は絶対 
に使用しないでください。プレーヤーの破損、故障の原因に 
な0ます。 

円形政外のあをしたディスクは、故障の原因になりますの 
で、ご使用にならないでくださし、。 


イスクの保管とお手入れ 


■保管ずるとをは 

長い間使用しないとをは、本機から取り出し、ケースに入れ 
て保管してください。 

■ミちれた5 

• ディスクに指紋やちれびついたときは、やわ5かい布 
などで、放射状に軽くふさとってくださし、。 

• レコードク U —ナーやシンナー、ベンジン、アルコール 
でふかないでください。 

• ディスクアクセサリー（スタビライヴー、保護シート、 
保護 U ングなど）およびレンズク U —ナーは使わない 
で < ださし、。 

■その他お守りしていただきたいこと 
• 鉛筆やボールペンなどで字を書かないでください。 

• シールやラベルびはびれたり、のりびはみ出している 
CD は使わないでくださし、。 

• 紙やシール、ラベルを貼5ないでくださし、。 


輸送時または移動時のごま意 

本機を輸送または、移動ずる場合は下記の操作を行ってく 
ださし、。 

①ディスクを入れないで、電源をオンにする。 

③ディスプレイに [No Disc] と表示されたことを確認し 
て < ださい。 

感数秒間待って電源をオフにします。 
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が障かな？と思った s 


調子び悪いと故障と考えびちですび、サービスに依頼する前に、症状にあわせて一度チェックしてみてくださし、。 

タイで/をリち吹ドする 


電源びオンのとをの接続コードの损を差しや、あるいはが部か 
らの要因により、マイコンび誤動作(操作できない、ディスプレ 
イの誤表示など)することびあ0ます。 

このとさは、次の手順をお試しください。マイコンびリセット 
され、通常の状態に戻0ます。 


電源プラグをコンセントか5振さ、本体の電源ボタンを押 
しなが5、差し込み直す。 

マイコンをリセツトすると下記のディスプレイび表示さ 
れまず。 



♦ CD のディスクび入ったままリセットすると自動的に排出されま 
す。ディスクを取り出してから仁□トレイを閉じてください。 

• U セツトにより各種の記憶内容は消滅し、工場出荷時の状態とな 
ります。ご了承ください。 


アンプ部 


症 状 

巧 策 

電源スイッチを f 甲してら電源び入6ない。 

• 量源プラグをコンセントにしっかり差し込み直してください。 

音が出ない。 

• 「スピーカーの接続」を読み、正しく接続し直してください。 （ P .] 日参照） 

• 音量を最ルにしているときは、ゆっくりとボリュームつまみを操作して適当な 
音量にしてださし、。 

• MUTE 機能を觸除してください。 （ P .1 目参照） 

• へッドホンび差し込まれているとをはプラグを抜いてくださし、。 

スタンバイ表示が赤色に点滅し、音が出 
ない。 

• スピーカーコードびショートし保護回路び作動しています。電源プラグをコンセ 
ントか日なさ、電源を切ってからショートを取0除いてください。 

• 指定されたインピーダンスよりルさいスピーカーを使用しているため、保護回路び 
作動しています。指定されたインピーダンスのスピーカーを使用してださし、。 

• 内部的な不具合び発生したと考えられます。電源を切 D、 電源プラグを损いて修理 
をご依頼 < ださし、。 

スタン y レ r 表示びオレンジ色に点滅ずる。 

• 停電びあったとさや、電源プラグを损いてしまったとさには、現在時刻び工場出荷 
時のが態となります。「時刻台わせ」を読み、設定し直してください。 （ P . 16参照） 

• プ□グラムタイマーのオン時刻とオフ時刻び設定されていません。「プ□グラム 
タイマー予約をずる」を読み、設定し直して < ださい。 （ P .3 已参照） 

へッドホンか6音び出ない。 

• へッドホンプラグび正しく差し込まれているか確認して<ださい。 （ P .1 8参照） 

■ 写量を徐々に上げてください。 （ P . 17参照） 

• MUTE 機能を解除してください。 （ P .1 目参照） 

スピーカーの片側か5音び出ない、また 
は片側だけ音び小さい。 

• 「スピーカーの接続」を読み、正しく接続し直してください。 （ P .] 日参照） 

• 「スピーカーバランスを調整ずる （ BALANCE )」 を読み、スピーカーのバランス 
を調整し直してください。 （ P .1 日参照） 

入力切換を [ PHONO ] にずるとブーンと 

いラ音び出る。 

• 才ーディオ〕ードび [PHONO 入力] 端子にしっかりと差し込まれているか、または信 

号用アース線び背面のマークの端子にしっかりと接続されているか確認してくださ 
し\>「列部機器怖版品)の接続」を読み、正しく接続し直してください。 (P. に参照） 

時刻表示び、ある時間で止まったまま点 
滅している。 

• 停電びあったとさや、電源プラグを损いてしまったとさには、現在時刻び工場出荷 
時の状態となります。「時刻合わせ」を読み、設定し直してください。 （ P . 1目参照） 

プ□グラムタイマーび作動しない。 

♦ 停電びあったとさや、電源プラグを抜いてしまったとさには、現在時刻び工場出荷 
時の状態となります。「時刻合わせ」を読み、設定し直してください。 （ P . 1目参照） 

• プ□グラムタイマーのオン時刻とオフ時刻を設定していない。または、同時刻になって 
しほす。口 □グラムタイマづ約をずる」を読み、設定し直してください。 ( P .3 己参照） 

• プ□グラムタイマーの実行指定をしていません。 TIMER ボタンを押して実行 
指定して < ださい。 （ P .38 参照） 
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巧障かな？とおった s 


アンプ部(つづさ) 


症 状 

对 策 

録音した音び途切れる。 

• 外部機器に録音しているときに、インプットレべルの調整 （ P .2 日、 P .34 参照)や 
ソースダイレクトのオン/オフの切り換え （ P .1 日参照)はしなでください。 


チューナー部 


症 状 

対 策 

放送局が受信できない。 

• [アンテナの接続] を読み、正しく接続し直してください。 （ P . 目参照） 

• [ラジオを受信ずる] を読み、放送バンドをあわせてください。 （ P .2 目参照） 

• [ラジオを受信ずる] を読み、受信したい放送局の周波数にあわせてください。 
( P .2 目参照） 

雑音び入る。 

• 外部アンテナを道路か5離して設置してくださし、。 

• 電気器具の電源を切ってください。 

• テレビやパソコンか5離して < ださし、。 

放送局をプリセツトしたあと、 P.CALL ボ 
タンを押してち受信できない。 

• プ U セツトした放送局び、受信できない周波数でず。 

• 入力切撰を [TUNER] にしてください。 


CD プレーヤー部 


症 状 

対 策 

ディスクを入れてち音が出ない。 

■ ラベル面を上にして、正し < 入れてください。 （ P .2 日参照） 

• [ディスクの保管とお手入扣 を読み、ディスクを清掃してください。 （ P .3 白参照） 

• [本機の保管とお手入れ] を読み、露を蒸発させてください。 （ P .3 目参照） 

音声び出ない。 

• CD ►/H ボタンを巧して再生状態にしてくださし、。 

• [ディスクの保管とお手入れ] を読み、ディスクを清掃してください。 （ P .3 白参照） 

音とびがずる。 

■ 振動のない場所に設置してください。 

• [ディスクの保管とお手入扣 を読み、ディスクを清掃してください。 （ P .3 白参照） 


リモコン部 


症 状 

对 策 

U モコンで操作でさない。 

• 新しい電池と交換して < ださい。 （ P .1 已参照） 

• U モコンを本体の U モコン受光部に向けて操作範囲内で操作してください。 
( P .1 日参照） 


デジタルオーディオプレーヤーとの接続 


症 状 

巧 策 

デジタルオーディオリンク対応プレー 
ヤーの操作がでをない。 

■ 別売の専用ケープル （ PNC -1 已日)び正しく差し込まれているか確認してくださ 
い。 （ P .1] 参腻 


メッセーシ羡ボめ一覧 


ディスプレイ 表示 

意 巧 

ノー テキスト 

[CD No Text ] 

■ CD-TEXT 情報びありません。 

に □ PGM mode ] 

■ PGM モードのとをに、ランダム再生をしよラとしていまず。 

チ I ック ディスク 

[Check Disc ] 

• T 日 C 情報*を読むことびでをません。 

■ ディスクび正しく挿入されていません。 

[ Non - PCM ] 

♦ 本機背面の [デジタル(光)入力 1 ] 端子または [デジタル(同軸)入力吕] 端子に PCM 信号切が 
の信号び入力されています。 

アン□ック 

[ Unlock ] 

♦ 本機背面の [デジタル(光)入力 1] 端子または [デジタル(同軸)入力吕] 端子に接続されてい 
る機器の電源び入っていません。または、信号び入力されていません。 

[ - kHz ] 

♦ 再生範囲がのサンプ U ング周波数の PCM 信号び入力されています。 


• C □には音楽信号な知こ TOC(Table of Contents ) という情報び記録されていまず。 TOC とは本の目次に巧当し、曲数や演奏時間、文字情報など 
のラち、書を直すことのでをない电のび入っていまず。 


JA 41 

































定格 


アンプ部 


FM チューナー部 


定格出力 . ：38 W + ：38 W (20 Hz 〜20 kHz, 0.07%, 6 0) 

45 W + 45 W (20 Hz 〜20 kHz, 0.07%, 4 0) 


実用最大出力 . 55 W + 55W (JEITA， 6 0) 

70W + 70W(JEITA，4 0) 

全高調波ひずみ率 . 0.015 % (20 Hz 〜20 kHz, 10W， 6巧 

0.003 % (1 kHz, 10W，6O) 

周波数特性 


LINE (AUX，MD，TAPE，D. AUDIO) 

.5 Hz 〜100 kHz (+0 服〜- 3 服) 


イコライザ偏差 . 20 Hz 〜20 kHz (+ 1 .0 dB 〜 - 1 .0 dB) 

最大許容入力電圧 

PHONO (MM). 50 mV (0.1 %) 

SN 比 

PHONO (MM).95 dB (JEITA) 

LINE (AUX, MD, TAPE, D. AUDIO).105 dB (JEITA) 

I^ ーンコント□-ル特性 

BASS.±4.0 服(100 Hz) 

TREBLE.±4.0 dB (10 kHz) 

入力端子(感度/インピーダンス） 

PHONO (MM). 12 mV/ 31 kQ 

LINE (AUX, MD, TAPE). 520 mV/ 100 kQ 

LINE (D. AUDIO). 265 mV/ 100 kQ 

出力端子（レベル/インピーダンス） 

MD.TAPE.520 mV/200 Q 


デジタル部 

対応ヴンプ U ング周波数 

. 32 kHz, 44.1 kHz, 48 kHz, 88.2 kHz, 96 kHz 

Supreme EX (CD, D-IN1,D-IN2) 

再生可能周波数 .1Hz 〜 40 kHz 

入力端子(感度/インピーダンス/波長） 

光(オプチカル）....-15 dBm 〜 - 24 dBm, 660 nm ± 30 nm 

同軸（コアキシャル） . 0.5 Vp - p /75 n 

出力端子(感度/インピーダンス/波長） 

光(オプチカル）…. - 21 dBm 〜 - 24 dBm, 660 nm ± 30 nm 
同軸（コアキシャル） . 0.5 Vp - p /75 n 


CD 部 

読み取り方式 . 非接触光学式読み取り（半導体レーザー） 

巧] D/A コンバーター . 1ビット 

I 才ーバーヴンプリング .8fs (352.8 kHz) 

SN 比 . 110 dBW 上 

ダイナミックレンジ . 100 dB 政上 (JEITA) 

チャンネルセパレーシヨン . 102 dBiy 上 （1kHz) (JEITA) 


受信周波数範囲 . 

アンテナインピーダンス.. 
実用感度（モノラル 75 0) 

高調波ひずみ率 （1kHz) 

モノラル . 

ステレオ . 

SN 比 

モノラル . 

ステレオ . 


. 76 MHz 〜90 MHz 

. 75 0不平衡 

.1.6 が// 15.2 dBf 

(75 kHz DEV. SINAD 30 dB) 

.0.3% 

.0.7% 

........ 75 dB (65dBf 入力時） 

........ 68 dB (65dBf 入力時） 


ステレオセパレーシヨン （1kHz). 36 dB 

周波数特性 (30 Hz 〜15 kHz).+ 0.5 dB 〜 一 3.0 dB 


AM チューナー部 


受信周波数範囲 . 531 kHz 〜1,629 kHz 

実用感度 .18yV/(600^V/m) 

(30% mod. S/N 20 dB) 

SN 比 

モノラル .48 dB (30% mod.1mV 入力時) 


電源部•その他 

電源電圧•電源周波数 .AC 100 V，50 Hz/60 Hz 

定格消費電力（電気巧品ま全まに基づく表示) . 120 W 

待機時消費電力 .0.1WW 下 

最大外形寸法 . 幅： 280mm 

高さ：151 mm 
奧行： 407 mm 

質量(重量) .9.6 kg (正ロホ) 


本製品はリ旧 C 61000-3-2 」適合品でず。 


• これらの定格およびデザインは、技術開発に伴い予告なく変 
要することびあります。 

• 極端に寒い(水び凍るよラな)場所では十分な性能び発揮で 
をないことびあります。 
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保証とアフターヴービス(ょ くぉ読みください) 


保証書 


製品には保証書び添付されております。保証書は、必ず「お 
買い上げ曰•販売店名」等の記入をお確かめの上、販売店か 
ら受け取っていただき、内容をよくお読みの後、大切に保管 
して < ださし、。 


保話期間 


保証期間は、お買い上げの曰よ01年間です。 

電池や、一部の消耗部品の交撰、ならびに落下、水没など、不 
適切なご使用による故障の場合は、保証期間内でち有料と 
なります。詳しくは保罰書をご覧くださし、。 


修理に関ずるご相談な5びにご不明な点は 


修理に関するご相談な5びにご不明な点は、お買い上げの 
販売店または最寄りのケンウッドサービス窓口にお問い含 
わせください。（お問い合わせ先は「ケンウッド全国ヴービ 
ス網」 （ P .44 参照)をご覧ください。） 


補修用性能部品の保有期間 


当社は、このステレオの補修用性能部品を、製造打ち切り後 
8年保有しております。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必 

占ぶ口|3ロロでう0 


シリアル番号について 


システム商品の各機器にシリアル番号び付け5れておりま 
すび、保証書にはシステム管理用として、別のシリアル番号 
び印刷されています。 

付属の保証書で、お買い上げのシステム機器（基本システ 
ム)すべての保証修理び受け5れます。 


修理を依頼される時は 

「故障かな？と思った6…」に従って調べていたださ、なお異常びある時は、製品の使用を中止し、必ず電源プラグを损いてか5、お 
買い上げの販売店または最寄りのケンウッドサービス窓口にお問いをわせくださし、。 

この製品の故障•誤動作•不具合などによって発生した次に掲げる損害などの付随的損害の補償につさましては、当社は一切その 
責任を負いませんので、あ5かじめご了承ください。 

• お客様または第三者びテープ•ディスクなどへ記録された内容の損害 
• 録音•再生などお客様または第云ちび製品利用の機舎を逸したことによる損害 


保証期間中は 


保証期間中は保証書の規定に従って、お買い上げの販売店 
またはケンウッドサービス窓口び修理をさせていたださま 
す。修理に隙しましては保証書をご提示くださし、。 


出張修理ぶ持込修理 


r 出張修理」、「持込修理」のどち日び適用されるかは機種に 
よって異な0ます。保証書の記載をご確認 < ださい。出張修 
理を依頼される時は、次のことをお知らせくださし、。 

• 製品名 

•製造番号 (Serial No .) 

• お買い上げ年月日 
• 故障の症状(でさるだけ具体的に） 

• ご住所(ご近所の目印等わ併せてお知5せください） 

• お名前、電話番号、訪問ご希望曰 


保証期間が過ざている時は 


保証期間び過ぎている時は、修理すれば使用できる場合に 
は、ご希望により有料で修理させていただきます。 


修理料金の仕組み 


(有料修理の場合は、次の料金をいたださます） 

巧術料： 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等の設備 
費や、一般管理費などび含まれています。 

宜 B 品げ： 修理に使用した部品の代金です。その他、修理に 
付帯する部材等を含む場合をあります。 

出張料： 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の 

費用です。別途、駐車料金をいただく場合びあり 
ます。 

送料： 郵便、宅配便などの料金です。保証期間内に無償 知 

修理などを行ラにあたって、お客様に負担してい li 

ただく場合びあります。 


お買上げ店ち 


電話 （ ) 
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ケンウッド全国ヴービス網 


使いかたや製品に巧ずるお問合せは、カスタマーサポートセンターをご利用ください。修理などアフターサービ 
スについてのお申し込みは、お買い上げの販売店または最害りのケンウッドサービス窓□にお申しつけください。 
(备サービス窓□の名称、所在地、電話番号は変更になることがありますのでご了承ください） 2006年11月現在 



札幌サービスセンター 


化 


仙台サービスセンター 
盛岡サービスステーション 


関東•信越 


さいたまサービスセンター 
千葉サービスステーション 
横;'兵サービスセンター 
新潟サービスステーション 


中部•甲州 


名ち屋サービスセンター 
静岡サービスステーション 
松本サービスステーション 
金沢サービスステーション 


近畿•四国 


大販サービスセンター 
高松サービスステーシヨン 



広島サービスセンター 



福岡サービスセンター 
鹿巧島サービスステーション 
ミ中縄サービスステーション 


愚日日7-日834札幌市東区化34条東] 4- 1 -23 


巧 (011) 743-7740 


雨目 84- 日日42仙台市若林区大和町已 -32- 12 (サンライズ大和）巧 (022) 284-1 171 
愚 020-0124 盛岡市厨川4-曰 - 11 a (019) 646-231 1 


雨331-日 8] 2さいたま市大宮区±手町 1-2 (JA 共済埼玉ビル 1F) 巧 
愚277-日日81柏市冨里 1-2-] a 

愚22目-8已2日横お市祿区白山 ]- 1目-3 a 

雨 950-0923 新漏市姥ケ山]-已 -37 巧 


(048) 647-6818 
(04) 7163-1441 
(04 已）白3曰-6242 
(02 已） 287-7736 


愚462-日8目1名ち屋市北区辻本通 1-1 1 


巧 (052) 9 17-2 己50 


愚 420-0816 静岡市莫区皆谷已-目1 -] 

雨3目日-日832お本市南松本 2-7-3 日（昭和ビル 2F) 

^ 920-0036 金ミ尺市元菊町2 1-87 (第2漬伍ビル] F) 


公 (0 己 4) 262-8700 
泣 (0263) 26-7331 
巧 (076) 2目已-已04已 


雨已 32- 日日34大阪市淀川区野中化 2-1 ぶ2 
雨76日-日日目8高松市松島町 3-1 


a (06) 己 394-807 已 
狂 (087) 83已 -241 3 


愚731-日137広島市安佐南区山本] -8-23 


任 (082) 832-2210 


面81日-日日3已福岡市南区向野 2-8-1 8 
雨8白日-日日目3鹿児島市鴨池 2-1 已 -1 日（パレス鴨池1 F) 
愚目日 1-2 101浦添市西原 1- 日-2 


公 (0 白 2) 已已] -97 已已 
巧 (0 白曰）2巳]-6347 
巧 (0 白 8) 874-9010 


♦ケンウツドサービス窓 □ 営業時間のご案内： 

午前1日時か5午後目時まで月曜曰〜金曜曰（±曜、曰曜、祝曰巧び当社休曰を除く） 


■ カスタマー^ヴポートセンター 


カスタマーサポートセンター 

ナビダイヤル 巧 0570-010-114 (—般電話-公衆電話からは、どこか5でち市内通話料金でお問い合わせが可能です) 
携帯電話、 PHS 、 IP 電話からのご利用は巧 （04 己）933-已133 
FAX (04 巳）933-日日已3 
雨2己日-8已25横お市緑区白山 1-1 日-己 

•カスタマーサポートセンター営業時間のご案内： 

月曜〜金曜午前9時30分からす後目時 

±曜 午前日時30分か5午後12時、午後]時か5す後日時3日分 

(曰曜、祝曰及び当社休曰を除く） 


KENWOOD 


株式会社ブンウド 
Kenwood Corporation 

干 192-8 已2己東京吾15 ノ V 王子市石り旧: [2967-3 


IPRINTED WITHl 

IsoyinkI 


大豆ミ由インキを 
使用しています 


12 




ち紙がをを100%巧を紙を巧巧しています 
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